
要
旨
入
江
昌
喜
書
き
入
れ
本
『
海
人
の
刈
藻
』
を
中
心
に
、
近
世
期
に
お
け
る
中
世
王
朝
物
語
享
受
の
一
端
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
昌
喜

は
享
保
七
〈
一
七
二
二
〉
年
に
生
ま
れ
、
寛
政
一
二
〈
一
八
○
○
〉
年
に
没
し
た
大
阪
の
町
人
学
者
で
あ
る
。
「
海
人
の
刈
藻
』
の
ほ
か
に

『
松
浦
宮
物
語
』
へ
の
書
き
入
れ
や
随
筆
に
お
け
る
『
松
陰
中
納
言
物
語
』
へ
の
言
及
も
確
認
で
き
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
国
学
者
た
ち
と
は

別
の
文
化
圏
に
お
い
て
も
中
世
王
朝
物
語
が
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

近
世
に
お
け
る
中
世
王
朝
物
語
享
受
の
一
様
相

ｌ
入
江
昌
喜
書
き
入
れ
本
『
海
人
の
刈
藻
」
を
中
心
に
Ｉ

小

川

陽
子
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本
稿
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
『
海
人
の
刈
藻
』
享
受
を
取
り
上
げ
た
い
。
調
査
の
結
果
、
先
行
研
究
で
未
紹
介
の
伝

（
２
）

本
五
点
な
ら
び
に
黒
川
春
村
に
よ
る
『
海
人
刈
藻
物
語
系
図
年
立
』
が
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
新
出
伝
本
の
ひ
と
つ

は
大
阪
の
町
人
学
者
で
あ
る
入
江
昌
喜
（
享
保
七
〈
一
七
二
二
〉
～
寛
政
一
二
〈
一
八
○
○
〉
年
）
の
書
き
入
れ
本
で
あ
る
が
、
彼
の
随

筆
に
は
『
海
人
の
刈
藻
』
だ
け
で
な
く
『
松
陰
中
納
言
物
語
』
か
ら
の
引
用
も
認
め
ら
れ
る
。
従
来
の
研
究
に
よ
り
、
清
水
浜
臣
や
本
居

（
３
）

宣
長
と
い
っ
た
国
学
者
た
ち
を
中
心
と
し
て
物
語
写
本
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
国
学
者
サ
ー
ク
ル
の

圏
外
に
お
い
て
も
中
世
王
朝
物
語
が
享
受
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
あ
ま
り
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
海
人
の
刈
藻
』
は
、
知
ら
れ
る
と
お
り
、
原
作
本
と
改
作
本
の
二
種
が
存
す
る
。
『
無
名
草
子
」
『
明
月
記
』
「
物
語
二
百
番
歌
合
』

『
風
葉
和
歌
集
』
に
そ
の
名
と
物
語
内
容
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
夙
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
存
本

い
わ
ゆ
る
中
世
王
朝
物
語
が
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
近
世
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
物
語
目
録
の

（
１
Ｌ
）

よ
う
に
一
つ
の
書
物
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
場
合
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
各
物
語
写
本
の
行
間
等
に
付
さ
れ
た
注
記
の
形
で
伝
わ
っ
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
享
受
の
様
相
に
つ
い
て
、
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
「
鎌
倉
時
代
物
語

集
成
」
（
市
古
貞
次
・
三
角
洋
一
氏
編
昭
閃
～
平
６
・
笠
間
書
院
）
や
「
中
世
王
朝
物
語
全
集
」
（
平
７
～
・
笠
間
書
院
）
等
の
刊
行
に

よ
り
、
信
頼
で
き
る
本
文
が
続
々
と
提
供
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
知
ら
れ
ざ
る
伝
本

を
掘
り
起
こ
し
、
現
存
諸
本
の
様
相
と
そ
こ
に
書
か
れ
た
情
報
と
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
な
お
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考

一
え
プ
（
》
○

は
じ
め
に
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と
異
な
る
内
容
す
な
わ
ち
原
作
本
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
。
そ
の
後
、
長
き
に
わ
た
っ
て
こ
の
物
語
へ
の
言
及
は
確
認
さ
れ
な
い
。
山

岡
俊
明
の
「
古
物
語
目
録
』
な
ら
び
に
『
類
聚
名
物
考
」
に
お
い
て
よ
う
や
く
論
究
さ
れ
る
も
の
の
他
資
料
か
ら
物
語
名
を
引
用
し
た
に

過
ぎ
ず
、
現
存
本
（
改
作
本
）
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
評
言
は
黒
川
春
村
の
「
古
物
語
類
字
紗
』
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
．
本
稿
で
は
、

そ
の
間
の
享
受
史
を
埋
め
る
資
料
の
一
部
と
し
て
、
先
述
の
資
料
類
の
う
ち
、
特
に
入
江
昌
喜
書
き
入
れ
本
『
海
人
の
刈
藻
』
を
中
心
に

考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
た
『
海
人
の
刈
藻
』
の
伝
本
を
確
認
し
て
お
く
。
『
補
訂
版
国
害
総
目
録
』
に
よ

れ
ば
、
以
下
の
十
六
本
が
認
め
ら
れ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
実
践
女
子
大
学
本
、
筑
波
大
学
本
二
種
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
、

徳
島
県
立
図
書
館
本
、
県
立
山
口
図
書
館
本
、
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
、
彰
考
館
本
二
種
、
尊
経
閣
文
庫
本
、
天
理
図
書
館
本
、

三
手
文
庫
本
、
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
本

ま
た
右
の
一
覧
に
よ
れ
ば
実
践
女
子
大
学
は
一
本
所
蔵
の
よ
う
に
あ
る
が
、
常
盤
松
本
と
黒
川
本
の
計
二
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

（
４
）

塩
田
公
子
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
本
文
に
つ
い
て
は
、
桑
原
博
史
氏
が
、
十
伝
本
に
つ
い
て
書
誌
を
詳
述
さ
れ
、

（
５
）

「
と
く
に
系
統
を
わ
か
つ
ほ
ど
の
明
確
な
本
文
異
同
は
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
平
林
文
雄
・
島
田
早
苗
両
氏
に

よ
れ
ば
、
「
特
に
系
統
を
分
っ
ほ
ど
の
差
異
は
な
い
が
、
強
い
て
分
っ
と
す
れ
ば
、
共
通
す
る
異
文
の
存
在
な
ど
に
よ
り
、
三
つ
の
系
統

（
６
）

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
」
る
由
で
あ
る
。

｜
資
料
紹
介
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Ⅱ
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
②
（
桃
一
二
六
）

外
題
「
あ
ま
の
刈
藻
」
（
表
紙
中
央
打
付
書
）
。
袋
綴
じ
一
冊
、
峡
入
り
。
墨
流
紙
表
紙
、
本
文
雁
皮
紙
。
一
四
・
九
×
二
一
・
四
叫
一

面
二
五
行
。
全
八
○
丁
（
巻
一
と
巻
二
は
改
行
も
な
く
連
続
し
て
書
写
。
巻
三
冒
頭
は
ち
ょ
う
ど
丁
変
わ
り
に
位
置
し
、
第
一
行
を
空
け

印
が
あ
る
。
随
所
に
朱
で

（
参
考
。
書
き
入
れ
例
）

Ｉ
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
①
（
桃
一
二
五
）

外
題
「
あ
ま
の
か
る
も
全
」
（
表
紙
左
肩
打
付
書
）
。
袋
綴
じ
一
冊
、
峡
入
り
。
薄
茶
色
無
地
紙
表
紙
、
本
文
斐
楮
交
漉
紙
。
二
七
・
四
×

一
九
・
八
叩
一
面
一
二
行
。
全
一
三
九
丁
（
巻
一
・
四
○
丁
、
巻
二
・
三
五
丁
、
巻
三
・
二
六
丁
、
巻
四
・
三
八
丁
）
。
奥
書
な
し
。

蔵
書
印
な
し
。
本
文
末
尾
に
添
付
さ
れ
た
紙
に
は
「
江
戸
初
期
書
写
金
千
二
百
円
あ
ま
の
か
る
も
」
と
あ
り
、
「
書
騨
淺
倉
屋
」
の

印
が
あ
る
。
随
所
に
朱
で
他
本
と
の
校
合
の
書
き
入
れ
あ
り
。

右
の
諸
本
に
加
え
、
こ
の
た
び
新
た
に
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
伝
本
は
、
次
の
五
本
で
あ
る
。

・
を
し
な
へ
て
八
十
う
ち
人
の
．
…
：
↓
頭
注
「
此
下
句
前
二
お
な
し
如
何
」
（
朱
書
）

１
．
。
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
§
し
の
わ
れ
か
ら
つ
ら
き
人
お
ほ
く

↓
こ
の
丁
に
「
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
ゞ
し
の
此
物
語
名
ノ
起
ル
コ
ト
コ
レ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
書
か
れ
た
紙
片
あ
り
（
墨
書
）

以
下
ナ
シ
ノ

・
三
位
中
将
に
も
よ
く
こ
そ
の
た
ま
へ
は
お
ほ
し
め
し
へ
た
つ
き
か
は
な
と
き
こ
え
給
御
さ
か
つ
き
の
つ
い
て
に
さ
す
三
位
中
将
に

つ

・
う
へ
人
の
御
い
ほ
ね
に
も

壱
つ

弘

・
五
せ
ち
り
ん
し
の
ま
つ
り
こ
ち
つ
か
き
し
よ
の
い
と
ま
な
さ
に

－84－



近世における中世王朝物語享受の一様相

Ⅲ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
①
（
黒
二
Ｅ
三
六
）

外
題
「
あ
ま
の
か
る
藻
上
（
下
）
」
（
題
策
表
紙
中
央
）
。
袋
綴
じ
二
冊
。
墨
流
紙
表
紙
、
本
文
楮
紙
、
見
返
し
本
文
共
紙
。
二
七
・
二

×
一
九
・
五
叩
一
面
一
二
行
。
奥
書
な
し
。
蔵
書
印
「
物
語
」
（
丸
朱
印
、
表
紙
右
肩
）
、
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
朱
印
、
前
遊
紙
ウ
ラ
）
、

「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
（
朱
印
）
、
「
黒
川
真
頼
」
（
丸
朱
印
）
、
「
幽
遠
窟
」
「
蔵
」
（
朱
印
）
（
以
上
一
丁
表
）
。
上
巻
表
紙
右
肩
に
、
「
入
江
獅
々

童
書
入
」
と
墨
で
打
付
害
、
「
蜑
の
苅
藻
二
巻
／
入
江
獅
々
童
書
入
本
」
と
墨
で
書
か
れ
た
紙
片
（
八
・
○
×
三
・
一
四
あ
り
。
朱

に
よ
る
頭
注
、
傍
注
多
数
あ
り
。
ご
く
一
部
に
墨
の
傍
注
も
あ
り
。
黄
土
色
の
不
審
紙
も
随
所
に
あ
り
。

Ⅳ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
②
（
黒
四
Ｅ
三
五
）

外
題
「
あ
ま
の
か
る
も
一
（
～
四
止
）
」
（
題
篭
表
紙
左
肩
。
し
か
し
本
来
は
表
紙
左
肩
に
打
付
書
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
第
四
冊
表
紙

て
書
写
。
巻
四
冒
頭
は
丁
の
途
中
で
巻
三
末
尾
の
あ
と
約
二
行
空
け
て
書
写
）
。
奥
書
な
し
。
「
月
明
荘
」
印
（
朱
印
、
巻
末
）
。
横
本
で
、

か
な
り
細
か
な
字
で
書
写
さ
れ
た
も
の
。
随
所
に
墨
で
書
き
入
れ
あ
り
。

（
参
考
。
書
き
入
れ
例
）

謁
鼓

・
殿
上
な
り
つ
る
か
こ
を

宮
イ

・
母
君
に
に
た
て
ま
つ
ら
せ
給
て

故・
こ
ぢ
ぶ
き
や
う
の
だ
う
に
侍

治
部
卿
房
歎

・
き
よ
け
な
る
女
中
の
三
十
四
十
に
や
と
見
ゆ
る
も
有

・
く
ら
か
ら
ん
神
代
の
こ
と
を
…
…
↓
頭
注
「
く
ら
か
ら
ん
は
草
昧
の
意
」

（
墨
書
）
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Ｖ
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
本
（
南
諒
国
別
会
い
い
の
う
ち
）

＊
以
下
の
記
載
は
国
文
学
研
究
資
料
館
Ｈ
Ｐ
公
開
「
日
本
古
典
資
料
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る

（
平
成
十
九
年
八
月
二
十
日
現
在
。
調
査
カ
ー
ド
整
理
番
号
認
毛
や
二
匡
巴

外
題
・
内
題
な
し
（
所
蔵
者
整
理
書
名
「
山
水
の
か
た
か
け
た
る
を
２
，
３
冊
の
う
ち
」
）
。
袋
綴
じ
。
一
巻
一
冊
、
全
四
巻
中
前
半
二
巻

の
零
本
。
冑
灰
色
表
紙
、
本
文
楮
紙
。
二
四
・
○
×
一
九
・
一
面
。
一
面
九
～
一
○
行
。
全
八
七
丁
（
遊
紙
前
後
各
一
丁
）
。
書
き
入
れ

な
し
。
南
部
家
旧
蔵
本
。

左
肩
に
「
海
人
加
類
裳
」
と
打
付
害
さ
れ
て
お
り
、
文
字
の
左
半
分
に
か
か
る
形
で
題
篭
が
貼
ら
れ
て
い
る
）
。
袋
綴
じ
四
冊
。
藍
鼠
色

布
目
紙
表
紙
、
斐
楮
交
漉
紙
（
模
様
入
り
）
、
見
返
し
本
文
共
紙
。
本
文
二
七
・
三
×
一
九
・
四
ｍ
。
一
面
一
○
行
。
柱
に
丁
付
け
あ
り
。

蔵
書
印
「
物
語
」
（
丸
朱
印
、
表
紙
右
肩
）
、
「
黒
川
真
道
蔵
書
」
（
朱
印
、
前
見
返
し
ウ
ラ
）
、
「
黒
川
真
頼
蔵
書
」
（
朱
印
）
、
「
黒
川
真
頼
」

（
丸
朱
印
）
、
「
和
學
講
談
所
」
（
朱
印
）
（
以
上
一
丁
表
）
。
表
紙
右
肩
に
「
真
道
校
本
」
と
墨
で
打
付
害
。
扉
（
前
遊
紙
）
右
肩
に
「
入
江

獅
々
童
校
本
校
合
」
と
朱
書
。
第
四
冊
末
尾
に
「
明
治
三
十
六
年
十
月
一
読
了
黒
川
真
道
」
と
朱
書
（
そ
の
横
に
「
待
債
」
朱
印
あ
り
）
。

各
冊
前
遊
紙
ウ
ラ
に
朱
で
当
該
巻
の
年
立
て
あ
り
。
随
所
に
朱
点
、
朱
書
き
入
れ
あ
り
。
朱
の
色
か
ら
見
て
、
す
べ
て
が
一
度
に
書
き
入

れ
ら
れ
た
の
で
な
く
、
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

右
の
う
ち
Ｖ
八
戸
市
立
図
書
館
本
は
、
既
述
の
と
お
り
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
中
の
「
日
本
古
典
資
料

調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
桑
原
氏
、
平
林
・
島
田
両
氏
未
調
査
の
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
本

に
つ
い
て
も
簡
略
な
が
ら
書
誌
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
Ｖ
八
戸
市
立
図
書
館
本
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
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Ⅲ
は
、
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
「
幽
遠
窟
」
「
蔵
」
と
い
う
蔵
書
印
を
有
し
、
「
入
江
獅
々
菫
」
に
よ
る
書
き
入
れ
本
で
あ
る
こ
と
が
二

箇
所
に
わ
た
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
二
箇
所
の
記
載
が
誰
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
判
然
と
せ
ず
、
ま
た
奥
書
も
存
し
な
い
が
、

（
７
）

「
幽
遠
窟
」
「
蔵
」
の
朱
印
が
入
江
昌
喜
す
な
わ
ち
獅
々
童
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本
が
入
江
昌
喜
手
沢
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
と
認
め
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
Ⅲ
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
注
は
、
他
の
三
書
に
比
し
て
詳
細
で
、
か
つ
ひ
と
つ
の
定
ま
っ
た
観
点
か

ら
こ
の
物
語
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
形
跡
が
う
か
が
え
る
た
め
、
以
下
具
体
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
当
該
書
は
、
黒
川
真
頼
・
真
道
の
蔵
書
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昌
喜
の
手
を
離
れ
た
の
ち
黒
川
家
に
収
蔵
さ

れ
、
現
在
に
至
る
わ
け
で
あ
る
が
、
黒
川
家
に
お
い
て
他
本
と
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
Ⅳ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図

書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
②
の
扉
右
肩
の
朱
耆
「
入
江
獅
々
童
校
本
校
合
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

注
目
し
て
い
き
た
い
。

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
未
収
載
の
伝
本
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
り
、
今
後
な
お
諸
本
の
博
捜

が
求
め
ら
れ
る
中
世
王
朝
物
語
研
究
に
と
っ
て
有
効
な
シ
ー
ル
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
こ
の
た
び
直
接
に
本
文
を
調
査
し
え
た
四
伝
本
は
、
い
ず
れ
も
朱
な
い
し
墨
に
よ
る
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
校
合
跡
か
ら
他
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
振
り
漢
字
や
語
注
な
ど
か
ら
本
文
の
読
み
へ
還
元
さ
せ
て
い
く
こ
と

等
、
さ
ま
ざ
ま
研
究
が
広
が
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
特
に
Ⅲ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
①
に

入
江
昌
喜
の
生
涯
や
人
と
な
り
、
著
書
に
つ
い
て
は
、
森
繁
夫
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
古
典
籍
蒐
集
は
、

二
入
江
昌
喜
に
よ
る
『
海
人
の
刈
藻
』
読
解
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事
情
が
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。

昌
喜
の
書
き
入
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
引
き
歌
の
指
摘
や
『
源
氏
物
語
』
等
を
用
い
て
の
語
釈
、
振
り
漢
字
、
術
字
等
の
本
文
考
証
、

異
文
注
記
と
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
の
が
、
人
物
比
定
な
ら
び
に
年
次
比
定
に
関
連
す
る
注
記
で
あ
る
。

そ
の
昌
喜
が
大
量
に
蒐
集
し
た
書
籍
の
ひ
と
つ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
海
人
の
刈
藻
』
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
当
該
書
へ
の
書
き

入
れ
は
、
昌
喜
自
身
の
興
味
を
発
端
と
し
、
独
自
の
知
識
と
見
解
と
を
も
っ
て
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た

（
皿
）

と
え
ば
『
石
清
水
物
語
」
が
本
居
宣
長
の
手
を
経
て
、
宣
長
の
書
き
入
れ
を
も
含
め
て
門
人
た
ち
の
間
で
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
と
は

こ
ろ
に
見
れ
ば
、
鰺
し
き
典
籍
類
を
有
し
た
と
察
せ
ら
れ
、
そ
の
富
力
を
行
使
し
蒐
集
し
た
と
思
は
る
る
こ
と
は
、
後
年
養
嗣
子
た

（
８
）

る
壽
喜
（
石
亭
）
が
、
古
書
書
の
所
藏
家
を
以
て
世
に
鳴
っ
た
と
い
ふ
一
事
に
も
知
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
書
物
を
集
め
た
一
方
で
、
学
問
的
に
は
契
沖
に
私
淑
す
る
の
み
で
、
特
定
の
師
を
持
た
ず

（
９
）

門
人
も
い
な
か
っ
た
由
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
森
氏
は
、

師
承
は
無
か
っ
た
が
師
と
頼
む
人
は
あ
っ
た
、
そ
れ
は
實
に
國
學
の
大
先
達
契
沖
阿
闇
梨
で
あ
っ
た
。
（
略
）
昌
喜
は
師
範
と
す
る

に
古
典
を
撰
び
、
古
人
を
目
標
と
し
、
就
中
同
じ
大
阪
の
先
輩
た
る
契
沖
に
私
淑
し
、
凡
そ
契
沖
の
著
述
に
關
す
る
限
り
、
悉
く
入

念
請
破
し
、
相
通
は
ず
相
言
は
ざ
る
師
と
し
て
學
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
故
に
昌
喜
の
述
作
考
證
を
見
る
に
、
説
と
し
て
契
沖
を
引
か

ざ
る
な
く
、
言
と
し
て
契
沖
に
及
ぼ
さ
ざ
る
な
し
と
い
っ
て
も
よ
い
程
で
あ
る
が
、
此
無
言
の
師
を
範
と
し
た
こ
と
は
、
獄
ひ
に
凡

庸
の
師
承
を
得
た
の
に
比
し
、
寧
ろ
賢
明
な
方
法
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

か
ら
で
あ
ら
う
、
昌
喜
は
俳
句
和
歌
に
興
じ
古
書
の
渉
臘
を
事
と
し
た
、
別
段
に
記
録
は
無
い
が
、
其
古
典
を
引
用
し
論
述
せ
る
と

四
十
七
歳
の
頃
に
は
既
に
養
子
昌
久
に
世
を
讓
り
、
高
津
に
隠
棲
の
宅
を
構
へ
幽
遠
窟
と
稻
し
て
ゐ
た
。
（
略
）
高
津
に
隠
棲
以
前
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皇関ほ
にすど傍

以
下
、
特
に
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

『
海
人
の
刈
藻
」
は
、
五
節
、
臨
時
の
祭
、
二
宮
の
袴
着
と
い
っ
た
行
事
ご
と
が
一
段
落
し
た
あ
る
時
期
を
物
語
開
始
の
時
間
と
し
て

設
定
し
、
帝
が
姫
宮
た
ち
に
琴
を
教
え
る
と
い
う
日
常
の
出
来
事
か
ら
語
り
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
頭
中
将
と
中
宮
の
対
話
、
帝
に

よ
る
権
中
納
言
と
三
位
中
将
お
召
し
な
ど
が
ひ
と
し
き
り
語
ら
れ
た
の
ち
、
よ
う
や
く
、
「
こ
の
頃
の
帝
は
、
故
冷
泉
院
の
二
の
皇
子
に

な
ん
お
は
し
ま
す
」
と
登
場
人
物
た
ち
の
血
筋
に
関
す
る
紹
介
が
始
ま
る
。
そ
の
人
物
紹
介
場
面
に
対
し
、
昌
喜
は
次
の
よ
う
に
注
し
て

年
右
大
臣
と
の
良
－
－
兼
家
公
歎
大
鏡
云
三
条
院
東
宮
に
て
御
元
服
せ
さ
せ
給
ふ
夜
の
御
そ
ひ
ふ
し
に
ま
い
ら
せ
給
て
三
条
院
も
に

く
か
ら
ぬ
も
の
に
お
ほ
し
め
し
た
り
云
々

傍
線
部
ア
ゥ
右
大
臣
回
を
兼
家
、
イ
故
冷
泉
院
の
二
の
宮
を
三
条
院
と
そ
れ
ぞ
れ
見
立
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
頭
注
中

ほ
ど
、
四
角
囲
み
を
施
し
た
よ
う
に
一
条
院
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
は
本
文
波
線
部
、
故
冷
泉
院
の
一
の
宮
で
あ
る
一
条
院
に

関
す
る
注
と
思
し
く
、
二
の
宮
お
よ
び
右
大
臣
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
．
条
院
は
圓
融
院
第
一
之
御
子
」
以
下
、
歴
史
上
の
一
条
天

皇
に
関
す
る
事
蹟
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
物
語
中
の
一
条
院
を
そ
の
ま
ま
実
在
の
一
条
天
皇
と
見
た
て
て
の
注
と
な
っ
て
い
る
の

い
る
○

〔
頭
注
〕
故
冷
泉
院
の
二
の
み
こ
三
条
院
也

口
凶
鬮
旧
は
圓
融
院
第
一
之
御
子
寛
和
二
年
七
月
廿
二
日
即
位
寛
弘
八
年
六
月
十
三
日
讓
位
十
月
十
六
日
三
条
院
即
位
改
元
長
和
元

ウ
こ
の
こ
ろ
の
み
か
と
は
こ
冷
泉
院
の
二
の
み
こ
に
な
ん
お
は
し
ま
す
一
の
宮
は
一
条
院
と
き
こ
し
て
お
り
み
さ
せ
給
み
こ
も
お
は
し

の

ま
さ
す
ひ
め
宮
一
と
こ
ろ
皇
太
后
宮
○
御
は
ら
に
い
て
き
さ
せ
給
し
は
斎
宮
に
て
く
た
ら
せ
給
た
う
た
い
は
こ
う
き
て
ん
の
女
御
と

ア

き
こ
え
さ
す
る
は
右
大
臣
と
の
国
ひ
め
君
に
て
ま
た
春
宮
と
き
こ
え
し
よ
り
ま
い
り
給
て
こ
ま
や
か
な
る
御
お
ほ
え
は
人
よ
り
こ
と

せ

兼
家
公
嗽

（
Ⅲ
）

に
お
は
せ
し
か
御
は
ら
に
女
一
宮
女
三
の
宮
う
み
た
て
ま
つ
り
給
ふ
（
巻
一
・
上
四
ウ
／
一
三
頁
）

イ

（
ｕ
）

凡

ゐ
か

I
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即
位
に
あ
た
っ
て
「
讓
位
三
条
院
ョ
リ
次
第
二
見
レ
ハ
此
受
禅
後
朱
雀
院
也
」
（
巻
四
・
下
五
四
ウ
／
二
○
八
頁
）
と
あ
る
ご
と
く
、
即

位
の
順
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
実
在
の
帝
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
物
語
始
発
部
に
示
し
た
人
物
把
握
が
、
末
尾
に
至

る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
年
次
比
定
の
問
題
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
一
条
院
に
関
す
る
注
末
尾
に
「
十
月
十
六
日
三
条
院
即
位
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
面
で
昌
喜
は
一
条
院
を

主
体
と
し
て
人
物
関
係
を
把
握
し
、
史
上
の
一
条
天
皇
に
次
い
で
即
位
し
た
の
が
三
条
天
皇
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
物
語
中
の

「
こ
の
頃
の
帝
」
を
も
三
条
院
と
見
な
し
た
注
を
付
し
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
帝
回
は
後
に
物
語
中
で
「
冷
泉
院
」
と

呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
前
の
み
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
実
在
の
冷
泉
天
皇
と
見
立
て
て
注
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ

う
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
一
条
院
と
の
関
係
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
条
院
Ⅱ
実
在
の
一
条
天
皇
と
見
立
て
て
の
人
物
把
握
は
、
以
後
の
注
記
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
物
語
中
の
帝
た
ち
は
そ
れ

再
調
泉
霊
獣
ゞ

（
物
語
に
お
け
る
帝
）
故
冷
泉
院

（
過
）

（
昌
喜
の
注
記
）
円
融

と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
条
院
の
他
は
い
ず
れ
も
物
語
中
の
呼
称
と
一
致
し
て
お
ら
ず
、
い
み
じ
く
も
物
語
最
後
の
帝
回
の

こ
の
一
条
院
Ⅱ
｛

ぞ
れ
、
即
位
順
に
、

し
は
す
の
っ
こ
も
り
と
さ
た
め
て
た
い
ふ
の
め
の
と
む
す
め
の
中
将
の
君
と
こ
の
ほ
か
女
房
廿
人
○
四
人
な
と
と
畠
の
へ
給
ふ

（
巻
二
・
上
三
二
オ
／
六
○
頁
）

〔
頭
注
〕
寛
弘
七
年
十
二
月

わ
ら
は
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巻
二
冒
頭
、
新
中
納
言
囮
と
按
察
使
中
の
君
国
と
の
結
婚
の
日
取
り
が
十
二
月
晦
と
決
ま
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
様
を
描
い

た
場
面
。
傍
線
部
、
結
婚
の
日
取
り
に
つ
い
て
、
昌
喜
は
「
寛
弘
七
年
十
二
月
」
と
頭
注
を
付
し
て
い
る
。
以
下
、
寛
弘
九
年
（
七
六
頁
）
、

寛
仁
二
年
嗽
（
八
六
頁
）
、
寛
仁
三
年
（
二
○
頁
）
、
寛
仁
四
（
一
五
五
頁
）
、
寛
仁
五
治
安
元
年
歎
（
一
九
一
頁
）
の
よ
う
に
、
順
に

年
次
比
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
物
語
は
巻
二
か
ら
巻
四
中
途
に
か
け
て
（
六
○
～
一
九
一
頁
）
、
寛
弘
七
〈
一
○
一
○
〉

年
か
ら
治
安
元
〈
一
○
一
二
〉
年
の
お
よ
そ
十
二
年
に
わ
た
る
年
月
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
間
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
物
語
第
二
年
か
ら
第
九
年
の
八
年
間
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
昌
喜
の
注
記
が
、
物
語
の
年
次
推
移
そ
の
も
の
で

な
く
、
物
語
外
に
根
拠
を
求
め
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
根
拠
と
は
、
ま
さ
に
先
述
の
人
物
比
定
と
同

じ
く
、
歴
史
上
の
天
皇
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
昌
喜
は
、
人
物
比
定
、
特
に
天
皇
の
比
定
に
準
じ
、
主
に
御
代
変
わ
り
を
基
準
と
し

て
物
語
中
の
年
次
を
歴
史
上
の
年
次
に
当
て
は
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ａ
か
く
い
ふ
は
し
も
月
一
日
こ
ろ
な
る
に
に
は
か
に
一
条
院
う
せ
給
ぬ
と
て
殿
よ
り
は
し
め
て
院
の
う
ち
は
さ
り
と
も
い
は
す
内
に
も

お
と
る
か
せ
給
ふ
事
か
き
り
な
し
（
巻
二
・
上
四
一
オ
／
七
五
頁
）

崩

〔
頭
注
〕
一
条
院
崩
御
ノ
コ
ト
日
本
紀
害
云
寛
弘
八
年
六
月
廿
二
日
甲
子
午
刻
太
上
法
皇
○
干
一
条
院
中
殿
年
州
二
云
々
大
鏡
同
こ
＆

Ｂ
か
く
て
を
く
り
む
か
ふ
る
と
し
な
み
に
十
月
に
御
く
に
ゆ
つ
り
の
こ
と
あ
り
て
御
心
ま
ふ
け
の
ま
畠
れ
ん
せ
い
ゐ
ん
に
い
ら
せ
給

後
一
条
院
敦
良

春
宮
御
位
に
っ
か
せ
給
へ
る
二
の
宮
春
宮
に
た
良
せ
給
（
巻
二
・
上
四
六
オ
／
八
三
頁
）

〔
頭
注
〕
三
条
院
は
帝
子
傳
云
長
和
五
正
九
禅
位
云
々

後
一
条
院
同
書
云
長
和
五
正
九
受
禅
同
九
二
七
即
位
云
々
大
鏡
云
長
和
五
年
丙
辰
五
月
廿
九
日
位
に
っ
か
せ
給
云
々
相
違
改
元
寛
仁

ま
ず
Ａ
で
は
、
物
語
第
三
年
十
一
月
初
旬
の
一
条
院
崩
御
が
語
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
昌
喜
は
歴
史
上
の
一
条
天
皇
崩
御
の
日
時
を

〔
頭
注
〕
麦

『
０
０
０
９
６
０
１
９
。
』
■
０
．
口
ｇ
０
．
，
０
０
■
■
』
■
』
９
．
８
＆

と
相
違
如
何
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（
ｕ
）

『
日
本
紀
略
』
な
ら
び
に
『
大
鏡
』
に
よ
っ
て
確
認
し
、
破
線
部
の
よ
う
に
物
語
と
史
実
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
。
こ
の
場
面
か
ら
ほ
ど

な
く
し
て
物
語
は
「
と
し
も
く
れ
ぬ
（
略
）
二
月
の
一
日
こ
ろ
に
…
」
（
巻
二
・
上
四
二
オ
／
七
六
頁
）
と
第
四
年
目
に
入
る
の
で
あ
る

が
、
当
該
箇
所
頭
注
は
「
寛
弘
九
年
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
Ａ
の
頭
注
二
重
傍
線
部
、
実
在
の
一
条
天
皇
が
寛
弘
八
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と

に
準
じ
て
の
理
解
と
見
て
ま
ち
が
い
な
い
だ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
は
Ｂ
に
も
い
え
る
。
Ｂ
は
物
語
第
五
年
の
十
月
に
讓
位
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
記
す
箇
所
で
あ
る
が
、
頭
注
で
は
複
数
の
史
料
を
引
用
し
、
実
在
の
三
条
天
皇
か
ら
後
一
条
天
皇
へ
の
讓
位
が
長
和
五
年
す
な
わ
ち
寛

仁
元
年
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
昌
喜
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
物
語
で
年
が
改
ま
る
た
び
に
、
「
寛
仁
二
年

歎
」
（
八
六
頁
。
物
語
第
六
年
）
、
「
寛
仁
三
年
」
（
二
○
頁
。
物
語
第
七
年
）
の
よ
う
に
注
記
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
昌
喜
の
「
海
人
の
刈
藻
」
読
解
の
根
本
に
、
〈
物
語
中
の
一
条
院
Ⅱ
史
実
上
の
一
条
天
皇
〉
と
い
う
図

式
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
で
は
な
ぜ
昌
喜
は
こ
の
よ
う
な
理
解
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
物
語
中
の
．
条

院
」
と
い
う
呼
称
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
ど
う
や
ら
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
少
し
目
を
転
じ
て
、
他
の
物
語
に
お
け
る
昌
喜
の
注
記
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の
「
松
浦
宮
物
語
」
Ｇ
匿
い
イ
別
）
一
冊
は
、
一
丁
表
に
「
幽
遠
窟
」
「
蔵
」
と
い
う
朱
印
が
存

す
る
こ
と
か
ら
、
入
江
昌
喜
旧
蔵
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
海
人
の
刈
藻
』
と
同
じ
く
随
所
に
朱
で
頭
注
や
傍
注
が
付
さ
れ
た

写
本
で
あ
る
。
し
か
し
物
語
中
の
帝
を
特
定
の
天
皇
に
比
定
す
る
こ
と
や
、
年
立
て
と
史
実
と
を
照
合
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
注
記
は
い
ず
れ
も
語
釈
や
引
き
歌
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
松
浦
宮
物
語
」
に
対
す
る
様
相
と
比
べ
た

と
き
、
「
海
人
の
刈
藻
」
に
対
す
る
そ
れ
は
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

そ
も
そ
も
『
海
人
の
刈
藻
』
は
、
『
無
名
草
子
』
の
「
言
葉
遣
ひ
な
ど
も
、
「
世
継
』
を
い
み
じ
く
ま
ね
び
て
、
し
た
た
か
な
る
さ
ま

（
妬
）
（
肥
）

な
れ
」
と
い
う
評
言
に
導
か
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、
現
代
の
研
究
に
お
い
て
も
年
代
記
的
な
物
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
昌
喜
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近世における中世王朝物語享受の一様相

く
ら
か
ら
ん
神
世
の
こ
と
も
わ
す
ら
れ
て
あ
ふ
ひ
の
ひ
か
り
み
る
そ
う
れ
し
き
（
巻
一
・
上
一
六
ウ
／
三
一
頁
）

〔
頭
注
〕
大
鏡
第
四
云
當
帝
や
東
宮
な
と
の
ま
た
宮
た
ち
に
て
お
は
し
ま
す
時
祭
見
せ
奉
ら
せ
給
し
御
さ
し
き
の
ま
へ
過
さ
せ
給
ほ

と
殿
の
御
ひ
さ
に
二
所
な
か
ら
す
ゑ
ま
ゐ
ら
せ
給
ひ
て
此
宮
た
ち
見
奉
ら
せ
給
へ
と
申
さ
せ
給
へ
は
み
こ
し
の
か
た
ひ
ら
よ
り
あ
か

色
の
御
あ
ふ
き
の
つ
ま
を
さ
し
出
給
へ
り

巻
一
、
葵
祭
に
お
い
て
関
白
回
が
二
の
宮
田
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
へ
斎
院
か
ら
葵
と
と
も
に
和
歌
が
送
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
昌

喜
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
大
鏡
』
師
輔
伝
に
見
え
る
寛
弘
七
年
の
葵
祭
に
お
け
る
著
名
な
一
こ
ま
を
踏
ま
え
た
描
写
と
見
て
よ
い
だ

（
肥
）

ろ
う
。
『
栄
花
物
語
』
巻
第
八
「
は
っ
は
な
」
に
も
同
場
面
が
あ
り
、
「
海
人
の
刈
藻
』
が
い
ず
れ
の
資
料
に
基
づ
い
て
描
き
出
し
た
も
の

か
は
定
か
で
な
い
が
、
歴
史
物
語
を
作
品
中
に
取
り
込
も
う
と
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
み
れ
ば
、
入
江
昌
喜
に
よ
る
書
き
入
れ
注
は
、
本
物
語
と
史
実
と
を
徹
底
し
て
照
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
昌
喜
の
読

み
を
伝
え
る
一
方
で
、
歴
史
物
語
性
と
い
う
作
品
そ
の
も
の
が
持
つ
特
質
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
本
稿
は
じ
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
現
存
本
『
海
人
の
刈
藻
』
は
い
ず
れ
も
改
作
と
思
し
い
。
し
か
し
昌
喜
は
原
作
本
の
存
在
を
知

ら
な
か
っ
た
の
か
、
成
立
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
眼
前
に
あ
る
物
語
を
ど
う
読
み
解
い
て
い
く
か
と
い
う
点
に
関
心

の
よ
う
に
本
物
語
の
人
物
を
歴
史
上
の
人
物
に
准
え
て
読
む
、
い
わ
ば
歴
史
物
語
的
な
と
ら
え
方
が
生
ず
る
要
因
は
、
『
海
人
の
刈
藻
』

の
側
に
こ
そ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

ま
た
一
方
で
、
物
語
の
細
部
に
お
い
て
も
、
歴
史
物
語
と
の
関
連
が
見
て
と
れ
る
。

（
Ⅳ
）

斎
院
は
た
う
た
ひ
一
条
院
な
と
の
御
は
ら
か
ら
女
四
宮
に
て
お
は
し
ま
す
に
御
さ
し
き
よ
り
殿
二
宮
い
た
き
た
て
ま
つ
ら
せ
給
て
さ

兼
家
公
歎

し
い
て
給
へ
る
に
御
こ
し
の
う
ち
よ
り
御
あ
ふ
き
に
あ
ふ
ひ
を
う
ち
を
か
せ
給
て
さ
し
い
て
さ
せ
給
へ
る
兵
衛
の
す
け
給
は
り
て
殿

に
た
て
ま
つ
る
を
み
た
ま
へ
は
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さ
て
前
節
で
は
、
入
江
昌
喜
に
よ
る
『
海
人
の
刈
藻
』
書
き
入
れ
注
を
見
る
と
と
も
に
、
彼
が
『
松
浦
宮
物
語
』
を
も
読
解
し
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
単
な
る
書
写
に
と
ど
ま
ら
ず
、
注
釈
を
施
し
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
作
品
世
界
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
昌
喜
の
あ
り
方

は
、
近
世
に
お
け
る
中
世
王
朝
物
語
享
受
を
知
る
上
で
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
彼
の
も
の
し
た
随
筆
に
目
を
転

じ
、
昌
喜
の
物
語
享
受
に
つ
い
て
さ
ら
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
幽
遠
随
筆
』
は
昌
喜
に
よ
る
は
じ
め
て
の
著
作
で
、
安
永
三
〈
一
七
七
四
〉
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
に
は
長
年

（
岨
）

古
典
に
親
し
み
研
究
し
た
成
果
と
し
て
の
諸
種
の
記
事
が
含
ま
れ
て
お
り
、

○
古
物
が
た
り
の
名
。
「
と
を
き
み
、
「
殿
う
つ
り
、
「
を
り
河
、
「
月
待
シ
女
、
「
し
ら
狸
、
「
国
ゆ
づ
り
、
「
あ
さ
う
っ
、
「
こ
ま
の
ｈ

（
別
）

物
語
、
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
、
「
野
べ
の
昔
。
（
一
○
九
頁
）

と
い
っ
た
散
快
物
語
に
関
す
る
覚
書
も
見
え
る
。
そ
の
他
の
記
事
か
ら
も
、

眠
江
入
楚
、
栄
花
物
が
た
り
、
源
氏
、
お
ち
く
ぼ
物
語
、
万
水
一
露
、
伊
勢
物
語
、
真
名
伊
勢
物
語
、
う
つ
ぼ
物
語
、
大
和
物
語
、

竹
取
物
語
、
栄
花
物
語
、
続
世
継
物
語

の
よ
う
に
、
作
り
物
語
や
歴
史
物
語
の
書
名
を
多
数
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
物
語
全
般
に
わ
た
る
広
範
な
関
心
が
う
か
が
わ
れ
る
と

同
時
に
、
『
眠
江
入
楚
』
『
万
水
一
露
」
の
よ
う
な
大
部
な
注
釈
害
に
ま
で
目
を
向
け
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
表
層
的
な
理
解
に
と
ど
ま

ら
ず
、
先
学
の
研
究
成
果
に
基
づ
き
、
よ
り
深
く
物
語
を
読
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
入
江
昌
喜
の
物
語
享
受
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文
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
中
世
王
朝
物
語
に
関
連
し
て
よ
り
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
の
が
『
久
保
之
取
蛇
尾
』
で
あ
る
。
同
じ
く
昌
喜
に
よ
る
随
筆
で
、

（
別
）

天
明
四
〈
一
七
八
四
〉
年
に
刊
行
さ
れ
、
の
ち
嘉
永
三
〈
一
八
五
○
〉
年
に
再
刊
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
『
幽
遠
随
筆
」
と
同

継
、
濱
松
中
納
言
物
語
、
水
鏡
、
大
鏡
、
花
烏
余
情
、
増
鏡
、
海
士
の
か
る
藻
物
語
、
松
陰
中
納
言
物
語

と
い
っ
た
作
品
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
傍
線
部
ァ
「
海
人
の
刈
藻
』
も
含
ま
れ
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
形
で
本

昨
‐
レ
ノ
く
、
、

う
ち
は
り
な
ど
し
て
と
い
へ
り
。
（
後
篇
二
三
九
頁
）

○
俗
に
少
の
事
を
露
ち
り
ほ
ど
と
い
ふ
も
、
う
つ
ぼ
物
語
吹
上
巻
に
、
い
と
け
う
あ
る
人
に
見
た
ま
へ
つ
き
て
、
露
ち
り
も
参
り
侍
ら

ひ
し
り
か
な
し
く
て
お
う
ノ
ー
と
泣
給
ふ
と
云
々
。
（
後
篇
二
三
五
頁
）

ホ
、

↑
ｈ
一
ノ
、
、

○
鄙
俗
の
語
に
、
頬
を
ほ
ゞ
が
ま
ち
と
い
ひ
、
又
打
榔
を
ハ
ル
と
い
ふ
。
た
と
へ
ば
ホ
、
が
マ
チ
ハ
ル
な
ど
い
へ
る
も
、
い
に
し
へ
よ

宮
御
懐
妊
に
て
内
裏
を
出
給
ふ
を
い
へ
り
。
此
月
何
事
を
も
忌
に
や
。
異
苑
日
、
俗
以
五
月
為
悪
月
云
々
・
し
か
る
を
今
の
俗
五
月

（
躯
）

は
い
は
ひ
月
と
て
、
嫁
嬰
に
も
忌
む
事
な
く
、
二
三
月
、
四
月
、
六
七
月
、
八
月
な
ん
ど
を
忌
事
に
な
り
ぬ
。
（
後
篇
一
三
一
頁
）

○
世
俗
に
、
い
た
く
泣
を
さ
め
た
、
と
な
く
と
い
ふ
は
、
雨
の
ふ
る
ご
と
く
泣
と
い
ふ
な
り
。
（
中
略
）
又
お
ひ
ｊ
、
と
い
ふ
て
泣
と

い
ふ
も
、
讃
岐
典
侍
日
記
に
、
堀
川
院
か
く
れ
給
し
所
に
云
、
た
団
お
は
し
ま
す
ら
ん
所
へ
、
我
を
召
せ
や
、
お
ひ
ノ
ー
と
く
ど
き

○
五
月
を
嫁
嬰
に
忌
は
い
に
し
へ
よ
り
の
事
也
。
（
中
略
）
胴
呼
応
脚
剛
團
閣
凹
圀
に
さ
月
は
い
む
月
な
り
と
の
給
ふ
と
云
々
。
是
は
中

伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
、
う
つ
ぼ
物
語
、
河
海
抄
、
源
氏
物
語
、
眠
江
入
楚
、
栄
花
物
語
、
竹
取
物
語
、
住
吉
物
語
、
狭
衣
、
続
世

ア

イ

り
の
俗
語
と
見
え
た
り
。
（
中
略
）
閥
幽
閉
凹
川
關
伽
鯏
剛
胴
凹
に
、
あ
ま
り
に
は
し
ら
の
た
ち
け
れ
ば
に
や
、
侍
従
を
ひ
き
か
な
ぐ
り

た
て
畠
泣
る
曳
音
す
と
云
々
。
又
悶
附
四
ｎ
Ｗ
凶
開
剛
陶
画
に
云
、
ひ
き
あ
け
て
見
給
へ
ば
、
か
ら
だ
も
な
く
、
紫
雲
に
う
つ
り
給
ひ
ぬ
。
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か
ゞ
れ
と
、
烏
の
足
が
た
の
や
う
に
い
と
は
か
な
く
害
た
り
と
云
々
。
（
後
篇
二
四
○
頁
）

（
躯
）

と
あ
る
も
の
で
、
具
体
的
な
本
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昌
喜
が
こ
の
作
品
に
直
接
接
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
に

知
ら
れ
て
い
る
『
松
陰
中
納
言
物
語
』
の
伝
本
は
、

、
た
の
め
置
し
め
じ
が
原
の
露
ほ
ど
も
あ
は
れ
を
か
け
て
君
だ
に
も
と
へ
（
後
篇
二
四
七
頁
）

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
昌
喜
書
き
入
れ
本
『
海
人
の
刈
藻
』
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・
さ
月
は
い
む
月
な
り
と
の
給
（
巻
四
・
下
二
八
オ
／
一
六
五
頁
）

Ｉ

・
ひ
き
あ
け
て
み
た
ま
へ
は
か
ら
た
に
も
な
く
や
し
う
ん
に
う
つ
り
給
ぬ
ひ
し
り
な
こ
り
か
な
し
く
て
お
う
ノ
ー
と
な
き
給
ふ

（
巻
四
・
下
四
五
ウ
／
一
九
四
頁
）

・
あ
ま
り
は
ら
の
た
ち
け
れ
は
に
や
侍
従
を
ひ
き
か
な
く
り
う
ち
は
り
な
と
し
て
（
巻
三
・
下
一
○
ウ
／
一
三
三
頁
）

・
た
の
め
を
く
し
め
ち
か
は
ら
の
露
ほ
と
も
あ
は
れ
を
か
け
て
君
た
に
も
と
へ
（
巻
二
・
上
五
九
ウ
／
一
○
五
頁
）

波
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
『
幽
遠
随
筆
」
に
引
用
さ
れ
た
本
文
と
の
間
に
は
若
干
の
異
同
が
存
す
る
。
こ
れ
は
、
随
筆
を
も
の
す
る
に

あ
た
っ
て
や
や
暖
昧
な
、
お
お
ら
か
な
引
用
態
度
で
臨
ん
だ
結
果
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
執
筆
時
に
右
と
異
な
る
写
本
を
持
っ
て
お

り
そ
ち
ら
に
基
づ
い
て
引
用
し
た
の
か
、
判
断
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
中
世
王
朝
物
語
の
享
受
と
い
う
面
で
も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
、
本
稿
は
じ
め
に
も
簡
単
に
触
れ
た
よ
う
に
、
傍
線
部
イ

「
松
陰
中
納
言
物
語
」
へ
の
言
及
が
見
え
る
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、

○
も
の
害
た
る
が
っ
た
な
き
を
、
み
み
ず
の
や
う
に
と
い
ふ
も
、
信
明
集
に
云
か
へ
り
ご
と
に
、
（
中
略
）
又
烏
の
足
が
た
の
や
う
に

と
い
ふ
も
、
岡
胸
隅
用
納
自
同
幽
園
山
の
井
巻
に
云
か
ぎ
り
に
こ
そ
侍
れ
。
我
ゆ
ゑ
に
御
つ
み
の
ふ
か
く
わ
た
ら
せ
給
は
ん
こ
そ
心
に

ざ
り
つ
る
と
い
へ
り
。
又
露
ほ
ど
も
と
い
ふ
も
、
胴
剛
聞
剛
凹
鬮
吻
園
に
、
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近世における中世王朝物語享受の一様相

⑤
中
野
幸
一
氏
本
（
三
巻
一
冊
、
巻
四
・
五
欠
）

⑥
名
古
屋
図
書
館
本
（
巻
二
欠
、
四
冊
）
※
戦
災
焼
失
。
新
写
本
の
山
岸
文
庫
本
、
国
文
研
本
あ
り

⑦
水
戸
彰
考
館
本
（
三
冊
本
）
※
戦
災
焼
失

⑧
水
戸
彰
考
館
本
（
二
冊
本
）
※
戦
災
焼
失

⑨
山
口
図
書
館
本
※
現
存
確
認
さ
れ
ず

（
型
）

の
計
九
本
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
他
に
も
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
写
本
や
す
で
に
失
わ
れ
た
写
本
が
い
く
ら
か
存
し
よ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

広
範
に
流
布
し
た
と
は
考
え
が
た
い
残
存
状
況
と
い
え
よ
う
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
具
体
的
に
本
文
を
引
用
し
た
昌
喜
の
随
筆
は
、
本
作

品
が
近
世
に
お
い
て
確
か
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
証
言
資
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
、
本
槁
で
は
、
入
江
昌
喜
書
き
入
れ
『
海
人
の
刈
藻
』
を
中
心
に
、
近
世
に
お
け
る
中
世
王
朝
物
語
享
受
の
一
端
を
た
ど
っ
て
き

た
。
昌
喜
の
書
き
入
れ
や
随
筆
は
、
い
わ
ゆ
る
国
学
者
た
ち
と
は
別
の
文
化
圏
に
お
い
て
も
中
世
王
朝
物
語
が
熱
心
に
読
ま
れ
て
い
た
こ

②
天
理
図
書
館
本
（
竹
柏
園
旧
彗

③
天
理
図
書
館
本
（
西
荘
文
庫
祠

④
尊
経
閣
文
庫
本
（
五
巻
五
冊
）

①
東
北
大
学
図
書
館
本
（
五
巻
一
冊
）
※
新
写
本
の
山
岸
文
庫
本
あ
り

②
天
理
図
書
館
本
（
竹
柏
園
旧
蔵
、
五
巻
五
冊
）

③
天
理
図
書
館
本
（
西
荘
文
庫
旧
蔵
、
五
巻
二
冊
）

お
わ
り
に
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の
旧
蔵
者
で
、
そ
の
人
と
な
り
』

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

残
念
な
が
ら
昌
喜
の
旧
蔵
書
は
現
在
諸
処
に
分
散
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
物
語
享
受
の
全
貌
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
写
本
や
随
筆
等
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
読
解
の
様
相
や
本
文
の
伝
来
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
以
上
に
重
層
的
な
中
世
王
朝
物
語
享
受
史
を
構
築
し
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
の
ひ
と
つ
、
昌
喜
旧
蔵
『
松
浦
宮
物
語
』
（
一
冊
本
）
は
、
本
文
中
途
に
「
猪
苗
代
謙
宣
本
為

三
冊
自
是
中
之
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
誰
の
筆
に
よ
る
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
謙
宣
」
は
お
そ
ら
く
「
謙
宜
」
の
誤
り
で
、
猪

苗
代
謙
宜
所
持
本
に
関
す
る
情
報
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
猪
苗
代
謙
宜
（
兼
誼
と
も
）
は
、
い
わ
ゆ
る
中
村
本
『
夜
寝
覚
物
語
』

（
妬
）

の
旧
蔵
者
で
、
そ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
永
井
和
子
氏
に
詳
し
い
。
永
井
氏
は
、
謙
宜
奥
書
本
『
住
吉
物
語
』
に
言
及
さ
れ
た
上
で
、

兼
誼
は
、
住
吉
、
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
物
語
類
を
も
、
或
は
書
写
し
、
或
は
読
み
解
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
自
ら
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
物
語
類
に
記
し
た
彼
の
奥
書
が
こ
の
ほ
か
に
も
ど
こ
か
に
残
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

昌
喜
旧
蔵
『
松
浦
宮
』
の
記
載
は
、
こ
の
ご
推
察
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
天
理
図
書
館
蔵
『
し
の
び
ね
』
（
一
冊
本
）

（
邪
）

は
、
「
し
の
ひ
れ
二
巻
上
下
平
入
道
謙
宜
」
「
以
猪
苗
代
謙
宜
本
令
騰
写
一
校
了
寛
政
三
辛
亥
年
冬
十
月
上
旬
」
と
あ
る
由
。
『
夜
寝

覚
物
語
」
『
住
吉
』
「
松
浦
宮
』
『
し
の
び
ね
」
と
、
い
ず
れ
も
今
日
で
は
中
世
王
朝
物
語
に
分
類
さ
れ
る
物
語
類
に
、
謙
宜
の
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
昌
喜
と
謙
宜
の
関
係
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
没
年
が
昌
喜
・
寛
政
一
二
〈
一

八
○
○
〉
年
、
謙
宜
・
享
和
三
〈
一
八
○
三
〉
年
で
あ
る
こ
と
、
謙
宜
が
『
夜
寝
覚
』
に
奥
書
を
加
え
た
の
が
宝
暦
六
〈
一
七
五
六
〉
年

（
”
）

で
あ
る
こ
と
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
二
人
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
何
ら
か
の
接
点
を
持
っ
て
い
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
よ
う
。

お
そ
ら
く
昌
喜
に
と
っ
て
中
世
王
朝
物
語
は
、
数
あ
る
古
典
籍
の
う
ち
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
中
世
王
朝
物
語
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近世における中世王朝物語享受の一様相

研
究
の
側
か
ら
見
た
と
き
、
昌
喜
や
謙
宜
の
存
在
は
非
常
に
興
味
深
い
。
彼
ら
の
物
語
享
受
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
中

世
王
朝
物
語
享
受
史
へ
正
確
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
卒
汪
〕

（
１
）
近
世
に
お
け
る
物
語
目
録
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
小
川
「
物
語
目
録
の
生
成
と
展
開
ｌ
中
世
王
朝
物
語
享
受
文
化
圏
の
解
明
に
向
け
て
ｌ
」

（
『
中
世
王
朝
物
語
の
新
研
究
』
平
明
・
新
典
社
）
に
て
そ
の
一
端
を
論
じ
た
。

（
２
）
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
所
蔵
。
黒
川
春
村
『
古
物
語
類
字
紗
」
の
「
海
人
の
刈
藻
」
項
に
お
い
て
「
此
書
、
古

嶌
二
本
も
て
、
考
訂
し
て
、
系
圖
・
年
立
を
も
作
り
お
き
ぬ
。
別
巻
と
し
て
、
附
録
に
そ
ふ
く
し
」
と
言
及
の
あ
る
「
系
圖
・
年
立
」
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
注
１
拙
稿
）
。

（
３
）
物
語
写
本
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
中
島
正
二
氏
（
「
物
語
た
ち
の
近
世
」
〈
『
魚
津
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
第
Ⅱ
号
平
８
．
３
〉
、
「
物
語
た
ち
の
分

類
学
」
〈
『
江
戸
文
学
』
第
朋
号
平
咽
・
２
〉
、
「
物
語
た
ち
の
失
敗
」
〈
『
日
本
文
学
』
第
馳
巻
加
号
平
蛆
・
蛆
〉
）
、
西
本
寮
子
氏
（
「
『
と
り
か

へ
は
や
』
蓬
莱
氏
本
系
統
の
伝
本
を
め
ぐ
る
考
察
１
本
居
宣
長
の
奥
書
を
起
点
と
し
て
ｌ
」
〈
「
国
文
学
孜
』
第
Ⅲ
号
平
姐
・
６
〉
、
「
誰
が
読
ん

だ
の
か
ｌ
江
戸
時
代
の
『
と
り
か
へ
ば
や
』
享
受
ｌ
」
〈
『
日
本
文
学
』
第
別
巻
２
号
平
Ⅳ
・
２
〉
）
等
に
詳
し
い
。

（
４
）
塩
田
公
子
氏
「
『
海
人
の
刈
藻
』
改
作
試
論
」
（
『
名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会
会
報
』
第
過
号
昭
帥
・
岨
）

（
５
）
桑
原
博
史
氏
「
あ
ま
の
か
る
も
物
語
に
つ
い
て
」
（
「
中
世
物
語
の
基
礎
的
研
究
轌
州
託
察
』
初
版
昭
“
、
三
版
平
１
・
風
間
書
房
）

（
６
）
平
林
文
雄
・
島
田
早
苗
氏
「
「
海
人
の
刈
藻
』
（
巻
一
）
対
校
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
尊
経
閣
文
庫
本
・
彰
考
館
文
庫
本
）
」
（
「
群
馬
県
立
女

子
大
学
紀
要
』
第
６
号
昭
田
・
３
）

（
７
）
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
（
平
岨
・
胄
裳
堂
）
。
な
お
「
獅
々
童
」
の
名
に
つ
い
て
は
森
繁
夫
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
「
入
江
昌
喜
翁
」

〈
『
入
江
昌
喜
翁
』
昭
岨
・
入
江
昌
喜
事
蹟
顯
彰
會
〉
）
。

獅
々
童
は
、
「
幽
遠
随
筆
」
の
序
に
自
書
し
、
ま
た
俳
句
短
冊
に
此
署
名
あ
る
の
を
見
受
け
る
、
攝
津
名
所
圖
會
大
成
に
は
獅
々
堂
と
あ
り
、

所
謂
俳
名
と
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
森
氏
前
掲
注
７
書
。
な
お
歌
書
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
曽
根
誠
一
氏
「
小
沢
蘆
庵
の
家
書
収
集
と
入
江
昌
喜
ｌ
架
蔵
本
『
海
人
手
古
良
集
』
を

手
懸
か
り
と
し
て
ｌ
」
（
『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
』
第
躯
号
平
陥
・
岨
）
に
詳
し
い
。
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（
肥
）
妹
尾
好
信
先
生
「
『
海
人
の
刈
藻
」
私
見
」
（
『
国
文
学
孜
』
第
Ⅲ
号
〈
平
２
．
６
〉
）
、
三
角
洋
一
氏
「
「
海
人
の
刈
藻
』
の
文
学
史
的
位
相
」

（
『
王
朝
物
語
の
展
開
』
〈
平
岨
・
若
草
書
房
〉
、
初
出
『
リ
ポ
ー
ト
笠
間
』
第
別
号
〈
平
２
．
町
〉
）
ほ
か
。

（
Ⅳ
）
「
女
四
宮
」
は
、
右
傍
に
「
四
勧
子
内
親
王
」
、
左
傍
に
「
五
宣
子
内
親
王
歎
」
と
朱
書
し
た
の
が
抹
消
さ
れ
た
跡
が
あ
る
。

（
肥
）
現
代
の
注
釈
に
お
い
て
も
同
様
に
解
さ
れ
て
い
る
。
関
恒
延
氏
『
海
人
の
刈
藻
霊
嚇
雑
索
引
』
（
平
３
・
右
文
書
院
）
参
照
。

（
岨
）
「
日
本
随
筆
大
成
」
第
一
期
陥
巻
解
題
（
昭
団
・
吉
川
弘
文
館
）

（
別
）
引
用
は
前
掲
注
岨
書
に
よ
る
。

（
虹
）
「
続
日
本
随
筆
大
成
」
第
Ⅲ
巻
解
題
（
昭
弱
・
吉
川
弘
文
館
）

（
９
）
『
国
書
人
名
辞
典
』
「
入
江
昌
喜
」
項
（
平
５
・
岩
波
書
店
）

（
岨
）
『
石
清
水
物
語
』
の
現
存
諸
本
は
四
系
統
に
大
別
さ
れ
る
（
桑
原
博
史
氏
「
石
清
水
物
語
に
つ
い
て
」
〈
桑
原
氏
前
掲
注
５
書
所
収
、
初
出
は

「
文
学
語
学
」
蝸
号
〈
昭
蛆
・
３
〉
）
。
こ
の
う
ち
第
三
系
統
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
、
外
題
「
正
三
位
物
語
」
と
し
、
「
正
三
位
物
語
柴
田
常
昭
の
本

を
か
り
て
う
つ
さ
せ
た
る
一
か
へ
り
よ
み
あ
は
せ
た
き
し
っ
寛
政
六
年
八
月
十
一
日
本
居
宣
長
」
と
の
奥
書
を
有
す
る
。
『
石
清
水
物
語
』

の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
広
島
平
安
文
学
研
究
会
「
『
石
清
水
物
語
」
伝
本
書
誌
稿
」
「
同
．
そ
の
２
」
（
『
古
代
中
世
国
文
学
』
第
岨
、
別
号
〈
平
妬
．

６
、
平
陥
・
１
〉
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
ｕ
）
以
下
、
本
文
の
引
用
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
本
①
に
よ
り
、
そ
の
所
在
を
、
巻
数
、
上
下
冊
の
別
、
丁
数
、

表
裏
の
別
、
「
中
世
王
朝
物
語
全
集
」
（
妹
尾
好
信
先
生
校
訂
・
訳
注
平
７
・
笠
間
書
院
）
の
頁
数
の
順
に
記
す
。
ま
た
登
場
人
物
の
呼
称
が
複

雑
で
あ
る
た
め
、
適
宜
「
中
世
王
朝
物
語
全
集
」
に
お
け
る
人
物
番
号
を
四
角
囲
み
で
付
記
し
た
。

（
岨
）
「
故
」
は
「
後
」
を
抹
消
し
て
上
書
き
し
た
も
の
。

（
過
）
史
実
に
お
い
て
一
条
天
皇
の
前
代
は
花
山
天
皇
で
あ
る
が
、
物
語
中
の
一
条
院
は
「
故
冷
泉
院
」
の
御
子
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
昌
喜
は
、

「
故
冷
泉
院
」
を
一
条
天
皇
の
父
円
融
天
皇
と
見
立
て
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）
な
お
、
崩
御
の
月
だ
け
で
な
く
年
齢
に
つ
い
て
も
、
物
語
中
の
一
条
院
が
亡
く
な
っ
た
の
が
「
五
十
に
二
は
か
り
た
ら
せ
給
御
よ
は
ひ
」
（
巻

二
・
上
四
ニ
オ
／
七
六
頁
）
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
承
け
、
．
条
院
御
齢
も
相
違
」
と
頭
注
で
指
摘
し
て
い
る
。

（
胆
）
『
無
名
草
子
』
の
引
用
は
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
に
よ
る
。
な
お
先
述
し
た
と
お
り
こ
の
評
言
は
『
海
人
の
刈
藻
』
原
作
本
に
対
す
る

も
の
で
あ
る
。
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貴
重
な
ご
蔵
書
の
閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
諸
機
関
な
ら
び
に
関
係
者
の
方
々
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
中
世
王
朝
物
語
研

究
会
例
会
（
平
肥
年
岨
月
蛆
日
於
立
教
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
改
題
、
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
貴
重
な
ご

教
示
を
賜
っ
た
会
員
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
〃
）
引
用
は
前
掲
注
別
害
に
よ
る
。

（
路
）
当
該
箇
所
は
、
「
中
世
王
朝
物
語
全
集
」
（
阿
部
好
臣
氏
校
訂
・
訳
注
平
Ⅳ
。
笠
間
書
院
）
一
三
頁
に
あ
た
る
。

（
別
）
栗
山
元
子
氏
の
諸
本
整
理
（
「
中
世
王
朝
物
語
・
御
伽
草
子
事
典
』
平
Ｍ
・
勉
誠
出
版
）
に
よ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
椙
山
女
学
園
大
学
本
が
平

成
６
年
度
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
に
て
展
示
に
供
さ
れ
て
い
た
由
、
中
島
正
二
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
同
展
示
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
旧
名
古

屋
図
書
館
（
現
鶴
舞
中
央
図
書
館
）
蔵
、
河
村
秀
根
旧
蔵
本
の
透
写
本
。
昭
和
加
年
、
岡
田
稔
に
よ
る
写
。
原
本
は
戦
災
で
焼
失
。
」
と
の
こ
と

（
妬
）
永
井
和
｝

（
邪
）
桑
原
博
｛

（
〃
）
な
お
、
棺

と
あ
る
由

で
あ
っ
た
。

〔
付
記
〕 で

あ
る
。

永
井
和
子
氏
「
中
村
本
夜
寝
覚
物
語
の
伝
来
」
（
「
寝
覚
物
語
の
研
究
』
初
版
昭
鳴
、
再
版
平
２
・
笠
間
書
院
）

桑
原
博
史
氏
「
し
の
び
ね
物
語
に
つ
い
て
」
（
桑
原
氏
前
掲
注
５
書
所
収
）

な
お
、
綿
抜
豊
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
『
御
用
雑
記
』
（
陽
明
文
庫
蔵
）
宝
暦
八
年
四
月
十
九
日
条
に
、
「
申
法
橋
法
橋
兼
惠
男
兼
誼
州
七
歳
」

あ
る
由
（
「
隣
松
軒
兼
寿
」
「
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究
」
〈
平
加
・
新
典
社
〉
）
。
こ
の
記
載
を
信
ず
れ
ば
、
宝
暦
六
年
、
謙
宜
は
三
十
五
歳
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